
７
月
５
日
、
遠
藤
書
記
長
・
石
塚
副

委
員
長
３
名
は
東
京
都
産
業
労
働
局
に

７
項
目
か
ら
な
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
関
す
る
要
請
書
」
を
提
出
し
ま

し
た
。
都
内
の
建
交
労
組
合
員
の
実
情

と
声
を
小
池
都
知
事
宛
に
届
け
る
の
が

目
的
で
す
。

雇
用
調
整
助
成
金
特
例
で
雇
用
を
つ

な
ぎ
、
打
ち
切
ら
れ
た
ら
解
雇
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
通
告
さ
れ
て
い
る
職
場
の

例
を
あ
げ
、
特
例
延
長
を
国
に
働
き
か

け
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ワ
ー
カ
ー
の
中
で
も
見
過
ご

さ
れ
が
ち
な
公
園
清
掃
労
働
者
の
苦
労

（
と
り
わ
け
喫
煙
所
の
清
掃
）
や
学
童

保
育
所
の
密
接
密
集
な
保
育
の
実
態
と

指
導
員
の
劣
悪
な
労
働
環
境
、
ゴ
ミ
収

集
労
働
者
の
感
染
防
止
の
た
め
ゴ
ミ
の

出
し
方
の
改
良
と
周
知
を
広
め
る
事
等

を
短
い
時
間
で
説
明
し
ま
し
た
が
、
都

の
担
当
者
か
ら
も
質
問
や
共
感
す
る
反

応
が
あ
り
、
要
請
を
関
係
部
署
に
伝
え

る
旨
、
約
束
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

建
交
労
で
な
け
れ
ば
伝
え
ら
れ
な
い

労
働
者
の
実
態
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

し
っ
か
り
と
伝
え
働
き
か
け
て
い
き
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。

【
都
本
部
副
委
員
長

清
水
文
雄
】

国
土
交
通
省
な
ど
官
の
労
働
組
合
、

全
建
総
連
に
結
集
す
る
民
間
の
土
建
組

合
（
首
都
圏
の
４
土
建
）
や
建
交
労
な

ど
、
官
民
共
同
で
組
織
す
る
建
設
首
都

圏
共
闘
会
議
は
、
６
月
６
日
（
月
）
、

新
宿
駅
西
口
地
下
広
場
で
建
設
従
事
者

の
処
遇
改
善
を
求
め
「
建
設
２
２
春
闘

イ
エ
ロ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
松
元
議
長
（
東
京
土
建
中
央
副

執
行
委
員
長
）
は
、
現
場
労
働
者
が
長

い
期
間
低
賃
金
で
働
い
て
い
る
事
に
つ

い
て
触
れ
「
建
設
業
界
で
働
く
現
場
労

働
者
は
、
製
造
業
で
働
く
労
働
者
の
平

均
賃
金
と
比
較
し
て
１
０
０
万
円
低
い

年
収
と
な
っ
て
い
る
。
３
０
年
間
働
い

て
３
０
年
前
と
変
わ
ら
な
い
給
料
の
職

人
も
い
る
。
こ
の
よ
う
な
業
界
に
若
い

人
が
入
職
す
る
は
ず
が
な
い
。
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
が
１
０
年
連
続
で
引

き
上
げ
ら
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
現
場

労
働
者
に
行
き
渡
っ
て
い
な
い
。
公
契

約
法
・
公
契
約
条
例
の
制
定
や
重
層
下

請
け
構
造
の
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
だ
。

こ
の
ま
ま
人
手
不
足
を
放
置
す
れ
ば
、

建
物
が
建
た
な
く
な
る
。
魅
力
あ
る
建

設
業
界
に
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」

と
訴
え
ま
し
た
。
建
交
労
か
ら
は
中
央

本
部
廣
瀬
書
記
長
が
全
国
ダ
ン
プ
部
会

の
立
場
か
ら
、
熱
海
で
発
生
し
た
盛
り

土
問
題
や
ダ
ン
プ
労
働
者
の
処
遇
改
善

を
訴
え
ま
し
た
。
東
京
建
設
・
関
連
部

会
か
ら
は
東
宝
サ
ー
ビ
ス
分
会
、
建
築

設
計
支
部
い
し
ず
え
分
会
な
ど
の
仲
間

が
参
加
し
ま
し
た
。
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東
京
都
は
充
分
な
補
償
を
！
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
求
め
要
請
実
施



建
設
ア
ク
シ
ョ
ン
実
行

委
員
会
（
四
土
建
・
一
県

連
、
国
土
交
通
労
組
、

建
交
労
等
）
を
中
心
に
消

費
税
５
％
に
下
げ
ろ
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
を

訴
え
る
表
記
の
集
会
を
日

比
谷
野
音
で
開
催
し
終
了

後
は
鍛
冶
橋
駐
車
場
付
近

ま
で
デ
モ
行
進
を
実
施
し

ま
し
た
。
開
会
あ
い
さ
つ

で
は
「
参
院
選
で
は
庶
民

の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

消
費
税
減
税
や
イ
ン
ボ
イ

ス
導
入
中
止
が
問
わ
れ
る
」

こ
と
強
調
し
ま
し
た
。
こ

の
集

会
は
国
会
会
期
末

前
日
で
も
あ
り
ま
す
が
主
要
各
政
党

に
集
会
参
加
を
打
診
し
た
結
果
、

「
消
費
税
減
税

野
党
共
同
法
案
」

（
消
費
税
減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

廃
止
）
を
共
同
提
出
し
た
野
党
４
党

（
立
憲
民
主

、
共
産
、
れ
い
わ
、

社
民
）
が
揃
っ
て
参
加
し
参
院
選
で

の
意
思
を
明
確
に
打
ち
出
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
建
設
業
だ
け
で
は
な
く
他
業

界
含
め
た
横
断
的
な
取
り
組
み
と
な
っ

た
こ
と
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
デ
モ
含
め

（
三
重
県
労/
鈴
鹿
支
部
等
も
賛
同
）

会
場
参
加
は
出
来
な
く
て
も
意
思
を

示
す
個
人
・
団
体
も
多
く
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

効
果
も
あ
り
ま
し
た
。
集
会
に
は
１

８
団
体
・
組
合
（
京
建
労
、
福
建
労

等
）
、
１
０
２
１
人
の
参
加

で
集

会
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
（
東
京
土
建

３
６
１
人
、
神
奈
川
県
連/

土
建
２

０
０
人
、
埼
玉
土
建
２
２
３
人
、
千

葉
土
建
８
１
人
、
他
多
数
）
が
参
加

し
ま
し
た
。
【
建
設
産
別
ニ
ュ
ー
ス

Ｎ
０
・
６
２
よ
り
（
発
行
：
生
公
連
）
】

建
設
労
働
者
の
処
遇

改
善
な
ど
を
求
め
、
建

設
首
都
圏
共
闘
会
議
は

６
月
に
厚
労
省
と
財
務

省
へ
、
７
月
に
国
交
省

へ
そ
れ
ぞ
れ
要
請
行
動

を
実
施
し
ま
し
た
。
建

交
労
か
ら
は
、
２
０
２

１
年
熱
海
で
発
生
し
た

土
砂
災
害
を
き
っ
か
け

に
今
年
５
月
に
成
立
し

た
盛
土
規
制
法
・
付
帯

決
議
に
つ
い
て
要
請
し

ま
し
た
。
法
案
成
立
や

付
帯
決
議
に
は
、
建
交

労
の
ダ
ン
プ
部
会
が
議

員
レ
ク
チ
ャ
ー
や
国
会
参
考
人
陳
述

を
行
う
な
ど
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、

マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
建
設
現
場
の
発

生
土
（
残
土
）
が
民
間
の
中
間
ス
ト
ッ

ク
場
を
経
由
し
違
法
に
処
理
さ
れ
て

い
る
実
態
が
お
お
や
け
に
な
り
ま
し

た
。
中
央
本
部
廣
瀬
書
記
長
は
「
関

係
省
庁
は
盛
土
規
制
法
と
附
帯
決
議

を
遵
守
し
更
な
る
対
策
を
講
ず
る
べ

き
だ
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

【
全
国
建
設
・
関
連
部
会

事
務
局
長

笹
原

和
樹
】
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
1

年
延
期
と
な
っ
た
建
交
労
フ
ェ
ス
タ
。

前
回
の
北
海
道
開
催
か
ら
実
に
4
年

振
り
で
す
。
実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ

た
た
め
前
日
か
ら
京
都
に
入
り
ま
し
た

が
、
段
取
り
に
不
安
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
１
日
目
は
松
元
ヒ
ロ
さ
ん
の

シ
ョ
ー
や
全
労
連
小
畑
議
長
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
に
も
遅
れ
て

来
た
方
の
対
応
や
、
ホ
テ
ル
に
送
る
荷

物
の
搬
出
な
ど
の
作
業
が
あ
り
、
コ
メ

デ
ィ
ー
シ
ョ
ー
は
半
分
程
し
か
観
る
事

が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
日
目
の
青

年
部
企
画
〜
大
人
の
修
学
旅
行
〜
で
は

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
陶
芸
体
験
、
京

都
観
光
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
が
は
じ

め
ま
し
て
の
方
ば
か
り
で
し
た
が
、
皆

わ
き
あ
い
あ
い
と
交
流
を
深
め
て
い
ま

し
た
。
最
終
日
に
は
角
田
中
央
執
行
委

員
長
を
司
会
に
、
各
業
種
部
会
か
ら
４

名
の
代
表
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
１
１
名
か
ら
の

決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ト
リ
は
、

組
合
員
最
高
齢
で
あ
る
広
島
の
廣
木
さ

ん
。
久
し
ぶ
り
の
廣
木
節
に
元
気
を
貰

え
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
元
気
で
活
躍
し

て
下
さ
い
。
閉
会
後
、
撤
収
作
業
で
ゴ

ミ
拾
い
を
し
て
全
日
程
を
終
了
し
ま
し

た
。
最
後
に
、
今
回
の
フ
ェ
ス
タ
の
ポ

ス
タ
ー
は
、
中
央
本
部
書
記
局
の
山
内

さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
、
素
晴

ら
し
い
出
来
で
歴
代
フ
ェ
ス
タ
の
ポ
ス

タ
ー
の
中
で
も
最
高
と
思
い
ま
す
。
是

非
、
雑
誌
建
交
労
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の

背
表
紙
を
も
う
一
度
見
返
し
て
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

【
東
京
青
年
部
部
長

秋
山

哉
保
】

建
築
設
計
支
部
い
し
ず
え
分
会
の
金

田
正
夫
建
築
士
に
よ
る
住
宅
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
先
月
の
「
竹
小
舞
編
む
」
か
ら

土
壁
を
塗
る
作
業
に
進
み
ま
し
た
。
西

東
京
市
田
無
の
住
宅
に
は
、
建
築
を
学

ぶ
大
学
生
や
、
技
術
習
得
の
た
め
来
た

と
い
う
プ
ロ
の
職
人
さ
ん
な
ど
含
め
約

４
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
建
交
労
東

京
か
ら
は
東
部
支
部
の
仲
間
や
建
築
設

計
支
部
の
仲
間
６
名
が
参
加
し
、
コ
テ

を
片
手
に
土
に
ま
み
れ
な
が
ら
塗
り
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
休
憩
時
間
に
は
、

金
田
さ
ん
に
よ
る
建
築
と
環
境
に
ま
つ

わ
る
講
義
や
質
疑
応
答
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、
美
味
し
い
カ
レ
ー
や
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
、
休
憩
時
間
に
は
お
団
子
や
お
菓
子

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
丸
善
協
賛
の

オ
ン
ラ
イ
ン
連
続
無
料
講
義
「

春
夏

秋
冬
の
あ
る
暮
ら
し
」
も
是
非
ご
参
加

下
さ
い
！
【
東
京
建
設
・
関
連
部
会

事
務
局
長

笹
原

和
樹
】

■７月３１日（日）１４時～建交労東京

学校第４回講座／ラパスホール（大塚駅）

■８月 ４日（木）～９日（火）原水禁

世界大会広島

■８月２７日（土）～２８日（日）

建交労中央定期大会／新潟県越後湯沢

■９月１１日（日）第２５回建交労東京都

本部定期大会／ティアラこうとう（都営

新宿線・半蔵門線 住吉駅）

組合掲示板

建設首都圏共闘会議省庁要請行動

厚生労働省・財務省・国土交通省


